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前
回
（
七
月
号
）
は
、
大
学
の
設
置
認
可
に
係
る
規
制
緩
和
に
よ

り
大
学
の
量
的
規
模
の
拡
大
・
多
様
化
が
進
ん
だ
こ
と
、
そ
の
一
方

で
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
で
設
置
認
可
に
係
る
様
々
な
課
題

が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
と
、
そ
れ
に
関
す
る
平
成
二
〇
年
九
月
～
平
成

二
一
年
一
月
の
間
の
大
学
分
科
会
で
の
審
議
状
況
を
紹
介
し
た
。
本

号
で
は
、
そ
れ
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
、
大
学
分
科
会
の
審
議

状
況
を
紹
介
す
る
。

【
五
．
大
学
分
科
会
の
審
議
状
況
（
平
成
二
一
年
三
月
以
降
）】

（
１
） 

公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
（
平
成

二
一
年
三
月
～
九
月
）

大
学
設
置
認
可
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
の

大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
大
学
設
置
分
科
会
の
納
谷
分
科
会
長

職
務
代
理
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
で
示
さ
れ
た
課
題
も
含
め
、
大
学

分
科
会
に
設
け
ら
れ
た
質
保
証
シ
ス
テ
ム
部
会
で
審
議
さ
れ
た
。

平
成
二
一
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
質
保
証
シ
ス
テ
ム
部
会

で
は
、
平
成
一
七
年
の
中
教
審
答
申
「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来

像
」
で
、「
事
前
評
価
と
し
て
の
行
政
に
よ
る
設
置
認
可
と
、
事
後

評
価
と
し
て
の
評
価
機
関
に
よ
る
第
三
者
評
価
を
言
わ
ば
両
輪
と
し

た
、
質
の
保
証
が
必
要
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
設
置
基
準
・

設
置
認
可
審
査
に
、
事
後
評
価
と
し
て
の
認
証
評
価
を
加
え
、
そ
れ

ら
を
質
保
証
シ
ス
テ
ム
と
し
て
一
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
具
体
的
な
検
討
課
題
と
し
て
、
設
置
基
準
・
設
置
認
可
審
査
・

認
証
評
価
の
三
つ
の
要
素
の
関
係
や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
事
前
・
事
後
に

果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。

審
議
で
は
、
設
置
基
準
が
大
学
関
係
者
の
共
通
理
解
を
前
提
と
し

て
お
り
、
そ
の
表
現
が
抽
象
的
・
定
性
的
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、
多

様
な
大
学
が
出
現
す
る
中
で
、
こ
れ
を
再
整
備
す
る
こ
と
な
ど
が
検

討
さ
れ
た
。
ま
た
、
設
置
認
可
審
査
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
審
査
期

間
の
確
保
な
ど
、
審
査
に
十
分
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
が
検

討
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
認
証
評
価
に
つ
い
て
は
、
大
学
や
社
会
の
中

で
も
、
大
学
評
価
基
準
の
具
体
化
、
評
価
結
果
の
明
確
化
や
、
設
置

   
中
教
審
・
大
学
分
科
会「
中
長
期
的
な
大
学
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」の
審
議
状
況（
６
）

　

 

～
大
学
設
置
認
可
に
関
す
る
大
学
分
科
会
の
審
議
状
況
（
平
成
二
一
年
三
月
以
降
）
～

文
部
科
学
省　

高
等
教
育
局
高
等
教
育
企
画
課
・
高
等
教
育
政
策
室
専
門
職　

八
田　

聡
史　
　

連
載
・
大
学
分
科
会
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
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認
可
審
査
や
設
置
計
画
等
履
行
状
況
調
査
（
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
）
と
認

証
評
価
と
の
接
続
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
審
議
状
況
は
、
平
成
二
一
年
六
月
の
「
中
長
期
的
な
大

学
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
第
一
次
報
告
」（
以
下
、「
第
一
次
報
告
」

と
い
う
。）
及
び
八
月
の
「
中
長
期
的
な
大
学
教
育
の
在
り
方
に
関

す
る
第
二
次
報
告
」（
以
下
、「
第
二
次
報
告
」
と
い
う
。）
で
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
。「
第
一
次
報
告
」
は
、設
置
基
準
・
設
置
認
可
審
査
・

認
証
評
価
の
三
者
間
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
公
的
な
質
保
証
シ

ス
テ
ム
を
構
成
す
る
三
つ
の
要
素
の
相
互
の
関
係
を
踏
ま
え
た
課
題

を
整
理
し
た
。
ま
た
、「
第
二
次
報
告
」
は
、
我
が
国
の
公
的
な
質

保
証
シ
ス
テ
ム
が
従
来
の
設
置
基
準
と
設
置
認
可
審
査
に
よ
る
「
事

前
規
制
型
」
か
ら
「
事
前
規
制
と
事
後
確
認
の
併
用
型
」
に
転
換
し

た
歴
史
的
経
緯
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、「
第
一
次
報
告
」
の
検

討
内
容
も
含
め
、
公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
検
討
課
題

を
再
整
理
し
た
。

（
設
置
基
準
と
設
置
認
可
審
査
に
お
け
る
課
題
）

・
設
置
認
可
審
査
に
際
し
て
有
効
な
基
準
と
し
て
機
能
す
る
仕
組
み

を
検
討
す
る
た
め
、
設
置
基
準
の
定
性
的
・
抽
象
的
な
規
定
を
具

体
化
・
明
確
化
（
教
員
要
件
の
明
確
化
、
施
設
・
設
備
の
基
準
の

定
量
化
な
ど
）

・
設
置
認
可
審
査
は
、
書
面
審
査
が
中
心
で
あ
り
、
設
置
基
準
に
定

め
ら
れ
て
い
る
事
項
に
は
、
審
査
時
に
十
分
で
は
明
ら
か
で
な
い

も
の
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
設
置
認
可
後
の
状
態
を
確
実
に
把

握
す
る
方
策

・
設
置
認
可
審
査
の
審
査
期
間
の
適
正
化　

な
ど

（
設
置
基
準
と
認
証
評
価
に
お
け
る
課
題
）

・
大
学
評
価
基
準
（
認
証
評
価
機
関
が
認
証
評
価
を
行
う
た
め
に
定

め
る
基
準
）
が
設
置
基
準
に
適
合
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
設
置
基
準
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
大
学
評
価
基
準
の
趣
旨
や

判
断
項
目
の
一
層
の
具
体
化
の
検
討

・
認
証
評
価
機
関
が
設
置
基
準
よ
り
厳
格
な
基
準
を
定
め
た
場
合
な

ど
に
お
い
て
、
認
証
評
価
の
判
定
に
お
い
て
、
設
置
基
準
上
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
、
認
証
評
価
機
関
が
独
自
に
定
め
た
大
学

評
価
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
の
明
確
化

・
認
証
評
価
結
果
が
不
適
合
と
な
っ
た
場
合
に
、
結
果
及
び
理
由
と

設
置
基
準
等
と
の
関
係
の
整
理

（
設
置
認
可
審
査
と
認
証
評
価
に
お
け
る
課
題
）

・
質
保
証
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
一
貫
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
設

置
認
可
審
査
や
設
置
計
画
等
履
行
状
況
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

課
題
に
つ
い
て
、
認
証
評
価
へ
の
引
き
継
ぎ

・
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
終
了
後
の
大
学
に
対
す
る
設
置
基
準
の
適
合
性
の
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確
認
方
法

・
所
定
の
期
間
内
に
認
証
評
価
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
の
対
応

（
２
） 

現
下
の
社
会
情
勢
等
を
踏
ま
え
た
検
討
等
（
平
成
二
一
年
九

月
～
平
成
二
二
年
五
月
）

①
「
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
関
す
る
指
導
等
」
及
び
「
教
育
情

報
の
公
表
の
促
進
」

平
成
二
一
年
九
月
以
降
、
大
学
教
育
の
質
保
証
に
つ
い
て
は
、
現
下

の
社
会
情
勢
等
を
踏
ま
え
、「
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
関
す
る
指

導
等
」
及
び
「
教
育
情
報
の
公
表
の
促
進
」
が
集
中
的
に
審
議
さ
れ

た
。

「
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
関
す
る
指
導
等
」
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
二
年
一
月
に
公
表
さ
れ
た
「
中
長
期
的
な
大
学
教
育
の
在
り
方
に

関
す
る
第
三
次
報
告
」
が
、
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
関
す
る
指
導

等
を
大
学
設
置
基
準
に
規
定
す
る
よ
う
提
言
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、

二
月
に
は
、
大
学
設
置
基
準
が
改
正
さ
れ
た
（
平
成
二
三
年
四
月
施

行
）。
ま
た
、「
教
育
情
報
の
公
表
の
促
進
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
三

月
に
「
教
育
情
報
の
公
表
の
促
進
に
関
す
る
諸
施
策
に
つ
い
て
（
審

議
経
過
概
要
）」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
各
大
学
が
公
表
す
べ
き
情

報
の
項
目
等
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
六
月
に
は

学
校
教
育
法
施
行
規
則
等
が
改
正
さ
れ
た（
平
成
二
三
年
四
月
施
行
）。

②　

認
証
評
価
に
お
け
る
課
題
の
検
討

平
成
二
二
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
質
保
証
シ
ス
テ
ム
部
会
で
は
、

（
１
）
に
挙
げ
た
課
題
の
う
ち
、
認
証
評
価
に
か
か
る
課
題
が
審
議

さ
れ
た
。

審
議
で
は
、
大
学
評
価
基
準
と
設
置
基
準
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

認
証
評
価
結
果
の
公
表
に
当
た
り
、
判
断
の
根
拠
事
由
を
明
示
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
と
認
証
評
価
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
で
の
「
留
意
事
項
」
の
記
述
を
、
よ
り

分
か
り
や
す
く
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
文
部
科
学
省
よ

り
、
評
価
を
受
け
る
べ
き
大
学
に
対
し
、
平
成
二
二
年
度
ま
で
に
認

証
評
価
を
確
実
に
受
け
る
よ
う
促
す
こ
と
と
さ
れ
た
。

（
３
）
今
後
の
審
議
事
項
に
つ
い
て

「
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
関
す
る
指
導
等
」
及
び
「
教
育
情
報
の

公
表
の
促
進
」
に
つ
い
て
、
法
令
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平

成
二
二
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
質
保
証
シ
ス
テ
ム
部
会
で
は
、
公
的

な
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
を
中
心
と
し
た
検
討
を
再
開
す
る
た

め
、
設
置
基
準
及
び
設
置
認
可
審
査
の
在
り
方
を
中
心
に
、
今
後
の

審
議
事
項
が
整
理
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
黒
田
質
保
証
シ
ス

テ
ム
部
会
長
か
ら
、
六
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
大
学
分
科
会
に
報

告
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
、
今
後
、
同
部
会
で
具
体
的
な
検
討
を
行
う
こ

と
が
表
明
さ
れ
た
。
大
学
分
科
会
の
審
議
を
経
て
、
同
日
付
で
取
り

ま
と
め
ら
れ
た
「
中
長
期
的
な
大
学
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
第
四

次
報
告
」（
以
下
、「
第
四
次
報
告
」
と
い
う
。）
で
は
、
公
的
な
質
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保
証
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
関
連
す
る
施
策
が
整
理
さ
れ
た
。

公
的
な
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
関
す
る
審
議
の
基
本
的
な
方

針
と
し
て
、
各
大
学
、
大
学
団
体
、
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
踏
ま

え
た
検
討
が
必
要
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
、
大
学
教
育
が

学
位
を
与
え
る
課
程
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
し
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
に

着
目
し
た
質
保
証
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
各
大
学
が
、
ど

う
い
う
機
能
に
比
重
を
置
い
て
も
、
そ
の
努
力
が
評
価
・
認
知
さ
れ

る
よ
う
、
大
学
の
機
能
別
分
化
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
た
。

こ
の
基
本
的
方
針
を
受
け
、「
第
四
次
報
告
」
で
は
、「
第
二
次
報

告
」
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
論
点
も
含
め
、
そ
れ
ま
で
の
審
議
で

問
題
提
起
さ
れ
て
い
た
質
保
証
に
関
す
る
論
点
を
、
①
設
置
基
準
等

の
改
正
が
必
要
な
事
項
、
②
今
後
さ
ら
に
具
体
的
な
検
討
を
要
す
る

事
項
、
③
そ
の
他
、
質
保
証
に
関
し
て
検
討
が
必
要
な
事
項
、
の
観

点
か
ら
指
摘
し
た
。

①　

設
置
基
準
等
の
改
正
が
必
要
な
事
項

「
第
一
次
報
告
」「
第
二
次
報
告
」
で
、
審
査
内
規
の
廃
止
に
よ
り

抽
象
的
と
な
っ
た
大
学
設
置
認
可
の
基
準
を
明
確
化
す
る
こ
と
な
ど

が
提
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
大
学
設
置
基
準
に
規
定
さ
れ
て

い
る
内
容
に
つ
い
て
、
大
学
関
係
者
か
ら
も
法
令
と
し
て
の
基
準
性

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
制

度
改
正
が
必
要
な
事
項
及
び
問
題
意
識
を
以
下
の
と
お
り
取
り
ま
と

め
た
。

（
制
度
改
正
が
必
要
な
事
項
）

・
大
学
の
施
設
・
設
備
に
関
す
る
基
準
の
明
確
化

現
在
、「
文
部
科
学
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
条
第
三

項
に
規
定
す
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
及
び
そ
の
適
用
を
受

け
る
特
定
事
業
を
定
め
る
省
令
」
第
六
条
及
び
第
七
条
は
、「
学

生
が
休
息
そ
の
他
に
利
用
す
る
の
に
適
当
な
空
地
」
及
び
「
運
動

場
」
に
つ
い
て
、
大
学
が
代
替
措
置
を
講
じ
て
い
る
場
合
に
は
、

「
空
地
」
や「
運
動
場
」を
有
す
る
こ
と
な
く
、
大
学
を
設
置
す
る

こ
と
が
可
能
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
代
替
措
置
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
基
準
と
考
え
方
を
整
理

す
る
こ
と
が
必
要
。

・
独
立
大
学
院
（
大
学
院
大
学
）
の
基
準
の
明
確
化

現
在
、
学
校
教
育
法
第
一
〇
三
条
は
、「
教
育
研
究
上
特
別
の
必

要
が
あ
る
場
合
」
に
、
大
学
院
の
み
を
置
く
大
学
の
設
置
を
認
め

て
い
る
。
こ
の
「
教
育
研
究
上
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
」
に
つ

い
て
、
校
舎
、
校
地
、
必
要
な
施
設
・
設
備
等
の
具
体
的
な
要
件

が
明
確
で
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
明
確
化
が
必
要
。

・
専
門
職
大
学
院
の
「
実
務
家
教
員
」
の
明
確
化

現
在
、
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
五
条
は
、
専
門
職
大
学
院
に
、
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担
当
す
る
専
門
分
野
に
関
し
高
度
の
教
育
上
の
指
導
能
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
専
任
教
員
を
置
く
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の

専
任
教
員
の
定
義
や
、
専
任
教
員
に
占
め
る
「
実
務
家
教
員
」
の

割
合
の
取
扱
等
が
明
確
で
な
い
こ
と
か
ら
、そ
の
明
確
化
が
必
要
。

・
専
門
職
大
学
院
の
認
証
評
価
の
特
例
措
置
（
免
除
規
定
）
の
見
直

し現
在
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
一
六
七
条
第
二
号
は
、
専
門
職

大
学
院
へ
の
認
証
評
価
に
つ
い
て
、
認
証
評
価
を
行
う
認
証
評
価

機
関
が
存
在
し
な
い
等
の
場
合
、
自
己
点
検
評
価
・
評
価
と
そ
の

外
部
検
証
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
認
証
評
価
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
を

規
定
し
て
い
る
。
質
保
証
の
観
点
か
ら
、
こ
の
特
例
措
置
の
廃
止

が
必
要
。

②　

今
後
さ
ら
に
具
体
的
な
検
討
を
要
す
る
事
項

具
体
的
な
提
言
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
さ
ら
に
具
体
的
な

検
討
を
要
す
る
事
項
と
し
て
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

・
海
外
と
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
等
を
行
う
場
合
の
制
度
的
な
検
討

が
必
要
な
事
項
の
整
理

・
専
門
職
大
学
院
の
専
任
教
員
は
、
平
成
二
五
年
度
ま
で
の
間
、
学

部
や
大
学
院
の
教
員
数
に
算
入
し
う
る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ダ
ブ

ル
カ
ウ
ン
ト
の
特
例
措
置
の
取
扱
い

・
上
記
の
ほ
か
の
専
門
職
大
学
院
に
関
す
る
質
保
証
の
問
題

・
現
状
の
短
期
大
学
設
置
基
準
は
大
学
設
置
基
準
の
ブ
ル
ー
プ
リ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
短
期
大
学
設
置
基
準
の

見
直
し

・
通
信
教
育
設
置
基
準
の
在
り
方
の
見
直
し

・
学
位
に
付
記
す
る
専
攻
分
野
名
の
在
り
方
の
見
直
し

ま
た
、
設
置
認
可
審
査
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
を
あ
げ
た
。

・
現
在
の
設
置
認
可
審
査
に
か
か
る
期
間
（
大
学
新
設
の
場
合
は
七

ヶ
月
、
学
部
等
設
置
の
場
合
は
五
ヶ
月
）
に
つ
い
て
、
十
分
な
審

査
期
間
を
確
保
す
る
よ
う
適
正
化

・
学
際
分
野
の
審
査
に
つ
い
て
、
複
数
の
分
野
別
専
門
委
員
会
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
審
査
を
行
う
現
行
の
審
査
方
法
の
見
直
し

③　

そ
の
他
、
質
保
証
に
関
し
て
検
討
が
必
要
な
事
項

上
記
の
ほ
か
、
各
大
学
が
、
自
主
的
・
自
立
的
に
、
そ
の
個
性
と
特

色
に
応
じ
て
機
能
別
に
分
化
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
う
し

た
取
組
を
支
援
す
る
方
策
と
し
て
、
質
保
証
に
係
る
観
点
や
指
標
の

在
り
方
や
、
機
能
別
分
化
を
前
提
と
し
た
場
合
の
質
保
証
の
観
点
や

指
標
を
開
発
す
る
た
め
の
推
進
方
策
及
び
活
用
の
在
り
方
を
課
題
と

し
て
あ
げ
た
。

ま
た
、
学
士
課
程
答
申
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
三
つ
の
方
針
（
学
位

授
与
、
教
育
課
程
の
内
容
・
方
法
・
入
学
者
受
入
れ
）
に
関
し
、
そ

の
実
質
化
の
検
討
が
必
要
と
し
た
。


